
町づくり町民会議 ～安心・安全について語ろう～ 

出席者の皆さんには、様々な角度から、自由に発言いただきました。 

貴重なご意見として、今後の総合計画の策定に向け、参考にさせていただきます。 

 

町民の安心・安全 

① 現状を語ろう 

町の 

良いところ・魅力 

・大きな災害がない。 

・消防団の活動が活発。 

・防災無線によりスムーズに周知できる。 

・地域のつながりにより、子どもや高齢者を見守ってもらえる。 

・高齢者が元気。 

・道路が整備されている。 

・急傾斜対策等の工事が進んでいる。 

・鳥取県の中心部で、東部・西部への交通のアクセスもまずまず。 

・治安が良い。 

町の 

悪いところ・希望 

・少子高齢化→山間地集落の存続が危うい。 

       消防団等のマンパワーが少ない。 

・大きな災害の時、本当に避難できるのか心配。 

・安全な避難所が少ない。 

・指定された避難所が老朽化している。 

・土砂災害危険区域が多い。 

・バス代が高い。もっと補助が欲しい。 

・通学路の安全性が低い。（街灯が少ない） 

・タクシーがすぐに来ない。 

・飲酒運転がなくならない。 

・交通マナーが悪い。また、見かけても注意をしない。 

・地理的に広く、生活の不便さを感じたり、集落住民の関係が構築し 

にくい。 

・引っ込み思案、人に遠慮する町民性。 

 →転入者や初対面の人へ、もっと積極的にコミュニケーション 

を図っても良い。 

・近所のつながりが希薄になっている地域もある。 

・ボランティアをする意識が少ない。 

 

 

 

  



② 課題を解決するためのアイディアを出そう 

テーマ 住民同士が支えあえる関係になれたらいいなぁ 

 ・声かけを積極的に 

  …あいさつ運動、消防の行動日、野菜のおすそ分けなどによる地域のつながり  

 ・集まるきっかけ・場所を地域に作る 

  …地域協議会によるカフェ、子ども食堂、地域の避難訓練、 

…健康教室（ラ・ドン体操）、祭り（村や地域）、老人クラブ、協同作業 

 ・見守りをする 

  …新聞配達等の企業と見守り協定 

…近所づきあいを増やす（住民の意識）  

…中学生の待合場所を作る（地域協議会や地域の店舗と連携） 

テーマ 高齢化しても、安心安全に暮らせるといいなぁ 

・本人が健康でいる 

 …町内にジムを作る（安価で、プロの指導者がいる） 

 …退職してもまだまだ若い 60 歳代へ、年齢相応の運動を提供する 

・少し介護が必要になっても、皆で助け合い、お互いに補えると良い 

 …集落で集まり、食事を作って食べたり、日中を過ごせる場 

 …託老施設（お互いさまで見守れる施設） 

・隣近所で見守る 

 …消防団で退職されたシニアの人が、日中の見守りを担う 

 …シニアの人は、初期消火等の活躍もできる 

テーマ 飲酒運転がゼロになったらいいなぁ 

・子どもの頃からの教育 

・根気よく啓発する  

 …講習会において、映像やシミュレーションで恐怖感を伝える 

 …一件ずつ訪問する（特に飲酒運転をしたことがある人へ） 

 …交通安全指導員を増やす 

・取り締まりを強化する 

 …居酒屋も「飲んだら乗らない」を徹底してもらう 

 …飲酒運転を見逃さず通報してくれた人が得する仕組み 

 

 

 


